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大学教育全体の中でボーダーフリー大学を位置付け
教育の発展可能性を模索する 葛城浩一先生（神戸大学准教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

葛城浩一
くずき こういち

神戸大学 大学教育推進機構
大学教育研究センター・准教授

広島大学大学院教育学研究科教育人間科学専攻博士課
程後期修了。博士（教育学）。広島大学高等教育研究
開発センターCOE研究員、香川大学大学教育開発セ
ンター講師・准教授を経て、2021年10月より現職。

単著『ユニバーサル化時代の大学はどうあるべきか－
ボーダーフリー大学の社会学』（玉川大学出版部，
2025），共編著『〈学ぶ学生〉の実像』（勁草書房，
2024）など





4

葛城浩一 (2025). ユニバーサル化時代の大学はどうある
べきか－ボーダーフリー大学の社会学－ 玉川大学出版部

序章 ボーダーフリー大学を読み解く意義はどこにあるか
第1部 ボーダーフリー大学における学習と教育の実態

第1章 学生とはどのような存在か
第2章 教室はいかなる状態に陥るか
第3章 学生はどうすれば学習するのか
第4章 教育の質保証はどうすれば実現できるか

第2部 ボーダーフリー大学における教育と研究の実態
第5章 教員とはどのような存在か
第6章 教員の採用人事はいかに行われるのか
第7章 研究は教育の質保証に資するのか
第8章 学生は研究をどう捉えているか

終章 ボーダーフリー大学はどうあるべきか



それではご覧ください



『ユニバーサル化時代の
大学はどうあるべきか

－ボーダーフリー大学の社会学』

神戸大学
葛城浩一
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自己紹介

葛城浩一（2007）「Fランク大学生の資格意識」、「Fランク大学の学生が考える資格と人間
性」山田浩之・葛城浩一編『現代大学生の学習行動』広島大学高等教育研究開発セン
ター 高等教育研究叢書90号

葛城浩一（2007）「Fランク大学生の学習に対する志向性」大学教育学会編『大学教育学会
誌』第29巻第2号

葛城浩一（2010）『大学全入時代における学生の学習行動－「ボーダーフリー大学」を中心
にして』広島大学大学院教育学研究科博士論文

＊

科学研究費補助金（若手研究B）「「ボーダーフリー大学」におけるアカデミック・プロフェッ
ションの再構築に関する研究」（2010ー2012）：研究代表者

科学研究費補助金（若手研究B）「大学大衆化時代におけるアカデミック・プロフェッションの
あり方に関する研究」（2013ー2015）：研究代表者

科学研究費補助金（基盤研究C）「ユニバーサル化時代における学士課程教育の質保証の
実現可能性に関する研究」（2017－2019）：研究代表者

科学研究費補助金（基盤研究C）「ユニバーサル化時代における学士課程教育の質保証の
あり方に関する研究」（2020－2023）：研究代表者

科学研究補助金（基盤研究C）「ユニバーサル化時代における教育の質保証と大学の生き
残りの両立可能性に関する研究」（2024－2027）：研究代表者 2



今回ご紹介する拙著

研究成果の還元へのニーズ

の高まりにこたえるべく上梓

玉川大学出版部より

2025年4月に刊行
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ポイント

【問い】

書名にも掲げる「大学はどうあるべきか」という根源的な問い

【対象】

研究対象として長らく等閑視され、印象論で語られがちな
ボーダーフリー大学に焦点を当てる。

【枠組み】

「大学」を語るうえで欠かせない、「学習」、「教育」、「研究」と
いう３つの視角からの総合的なアプローチ

【データ】

類書にはない、豊富かつ多様なデータ
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ポイント

【問い】

書名にも掲げる「大学はどうあるべきか」という根源的な問い

【対象】

研究対象として長らく等閑視され、印象論で語られがちな
ボーダーフリー大学に焦点を当てる。

【枠組み】

「大学」を語るうえで欠かせない、「学習」、「教育」、「研究」と
いう３つの視角からの総合的なアプローチ

【データ】

類書にはない、豊富かつ多様なデータ
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【問い】

本書は「大学はどうあるべきか」

という根源的な問いに迫るもの

共編著『〈学ぶ学生〉の実像』では、

大学の理念に照らして、大学（教育）

のあるべき姿を問うた。

（「上」からのアプローチ）

↑

本書では、ユニバーサル化時代の

大学の実態に照らして、大学（教育）

のあるべき姿を問う。

（「下」からのアプローチ）
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勁草書房より2024年12月に刊行
こちらもあわせてお読みください。



ポイント

【問い】

書名にも掲げる「大学はどうあるべきか」という根源的な問い

【対象】

研究対象として長らく等閑視され、印象論で語られがちな
ボーダーフリー大学に焦点を当てる。

【枠組み】

「大学」を語るうえで欠かせない、「学習」、「教育」、「研究」と
いう３つの視角からの実証的なアプローチ

【データ】

類書にはない、豊富かつ多様なデータ
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本書は「ボーダーフリー大学」（BF大学）を対象とするもの

↓

「受験すれば必ず合格するような大学、すなわち、事実上の

全入状態にある大学」

→定員割れはひとつの目安

【対象】



私立大学の定員充足状況の推移

注：『令和6（2024）年度私立大学・短期大学等入学志願動向』より作成
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・BF大学は研究対象として長らく等閑視されてきた。

（研究大学こそが研究に値する大学とされてきた）

↑

・BF大学を研究対象とすることは、日本の高等教育の今後を
占ううえで極めて重要

→BF大学には、日本の高等教育が抱えている問題が凝縮さ
れて顕在化していると考えられるから

①BF大学という「周辺」分野に生じる現象に目を向けること
は、日本の高等教育のあり方それ自体を問い直すことに

②教育上の困難に直面するBF大学に目を向けることは、日
本の高等教育における質保証のあり方を問い直すことに
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【対象】



ポイント

【問い】

書名にも掲げる「大学はどうあるべきか」という根源的な問い

【対象】

研究対象として長らく等閑視され、印象論で語られがちな
ボーダーフリー大学に焦点を当てる。

【枠組み】

「大学」を語るうえで欠かせない、「学習」、「教育」、「研究」と
いう３つの視角からの総合的なアプローチ

【データ】

類書にはない、豊富かつ多様なデータ
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【枠組み】

12

学習

教育 研究



【枠組み】
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学習

教育 研究
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学生

大学・教員

学習

教育 研究

１・２章

３章

４章
５・６・７章

８章

第１部

学習と教育の実態

第１章

学生とはどのような存在か

第２章

教室はいかなる状態に陥
るか

第３章

学生はどうすれば学習す
るのか

第４章

教育の質保証はどうすれ
ば実現できるか

第２部

教育と研究の実態

第５章

教員とはどのような存在か

第６章

教員の採用人事はいかに
行われるか

第７章

研究は教育の質保証に資
するのか

第８章

学生は研究をどう捉えてい
るか

【枠組み】



第１章 学生とはどのような存在か
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学生

大学・教員

学習

教育 研究

１・２章

３章

４章
５・６・７章

８章

第１部

学習と教育の実態

第１章

学生とはどのような存在か

第２章

教室はいかなる状態に陥
るか

第３章

学生はどうすれば学習す
るのか

第４章

教育の質保証はどうすれ
ば実現できるか

第２部

教育と研究の実態

第５章

教員とはどのような存在か

第６章

教員の採用人事はいかに
行われるか

第７章

研究は教育の質保証に資
するのか

第８章

学生は研究をどう捉えてい
るか

【枠組み】



第２章 教室はいかなる状態に陥るか
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学生

大学・教員

学習

教育 研究

１・２章

３章

４章
５・６・７章

８章

第１部

学習と教育の実態

第１章

学生とはどのような存在か

第２章

教室はいかなる状態に陥
るか

第３章

学生はどうすれば学習す
るのか

第４章

教育の質保証はどうすれ
ば実現できるか

第２部

教育と研究の実態

第５章

教員とはどのような存在か

第６章

教員の採用人事はいかに
行われるか

第７章

研究は教育の質保証に資
するのか

第８章

学生は研究をどう捉えてい
るか

【枠組み】



第８章 学生は研究をどう捉えているか
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ポイント

【問い】

書名にも掲げる「大学はどうあるべきか」という根源的な問い

【対象】

研究対象として長らく等閑視され、印象論で語られがちな
ボーダーフリー大学に焦点を当てる。

【枠組み】

「大学」を語るうえで欠かせない、「学習」、「教育」、「研究」と
いう３つの視角からの総合的なアプローチ

【データ】

類書にはない、豊富かつ多様なデータ
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【データ】

21

分析対象・サンプル調査の内容（実施時期）

偏差値50未満の大学の学部長を
対象に実施・350名

学部長を対象としたアンケート調
査（2017年11月～2018年3月）等

第１章 学生とはどのような存在
か

定員充足率80％未満のA大学の
学生に実施・30名

学生を対象としたアンケート（自由
記述）調査（2011年10月～11月）

第２章 教室はいかなる状態に陥
るか

偏差値50未満の大学の教員を対
象に実施・1,083名

教員を対象としたアンケート調査
（2018年9月～2019年1月）

第３章 学生はどうすれば学習す
るのか

第１章と同じ学部長を対象としたアンケート調
査（2017年11月～2018年3月）

第４章 教育の質保証はどうすれ
ば実現できるか

第３章と同じ教員を対象としたアンケート調査
（2018年9月～2019年1月）

第５章 教員とはどのような存在
か

2020年度に掲載された公募情報・
9,456件

JREC-IN Portalに掲載の公募情
報（2020年度の1年間）等

第６章 教員の採用人事はいかに
行われるか

偏差値45以下の大学の教員を対
象に実施・831名

教員を対象としたアンケート調査
（2013年11月～2014年1月）

第７章 研究は教育の質保証に
資するのか

偏差値40前後のB大学の学生に
実施・10名（4年生）、
偏差値40未満のC大学・D大学の
学生を対象に実施・計199名

学生を対象としたインタビュー調
査（2021年11月～2022年2月）
及びアンケート調査（2022年11月
～2023年3月）

第８章 学生は研究をどう捉えて
いるか



第６章 教員の採用人事はいかに行われるのか
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第６章 教員の採用人事はいかに行われるのか
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ポイント

【問い】

書名にも掲げる「大学はどうあるべきか」という根源的な問い

【対象】

研究対象として長らく等閑視され、印象論で語られがちな
ボーダーフリー大学に焦点を当てる。

【枠組み】

「大学」を語るうえで欠かせない、「学習」、「教育」、「研究」と
いう３つの視角からの総合的なアプローチ

【データ】

類書にはない、豊富かつ多様なデータ
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【問い】に迫るための論点

１．学習面での問題の克服を主たる教育目的とする

２．経営サイドの認識を改める

３．「大学」としてのアイデンティティを再考する

４．大学の種別化・機能分化を考える

５．「研究」成果を「教育」へ還元する

↓

教育の質保証を実現するうえでの「正しい選択」とは？

・「非大学型高等教育機関」のように（事実上）「研究」を前提
とせず「教育」に特化した形でシフトしていくという選択肢

・「教育」と「研究」を主要な機能とする「大学」として、教育だ
けでなく研究も重視するという選択肢
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